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３ 要旨 

定時⼈⼯授精技術であるダブルシンク法により、分娩後の初回授精を早期に計画的に実施し
た結果、発情観察をすることなく⼈⼯授精を実施出来、初回授精⽇数が短縮した。 

 
（１） 分娩後 40 ⽇以降に⻩体および直径 8mm 以上の卵胞を確認し、ダブルシンク法により定時

⼈⼯授精を実施した（図 1）。 
（２） ⾃然発情と⽐較してダブルシンク法の⽅が、初回授精⽇数が短くなった（表 1）。 
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表１ ⻩体確認⽇数及び初回授精⽇数 
黄体確認日数 初回授精日数

ダブルシンク法
(n=11)

55.6±15.1 72.5±18.0
※

自然発情
(n=12)

52.4±14.5 92.8±24.9
※

※（P<0.05）

PGF2α:ジノプロスト(10.0㎎/ml)×2.5ml im
GnRH:酢酸フェルチレリン(50µg/ml)×2ml im
TAI:定時人工授精
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図１ ダブルシンク法プログラム 


